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(1) 動機： 2011年 3 月 11 日東北地方太平洋沖地震

による大津波は，12都道県で死者・行方不明者 18, 

684 人，全壊建物 129,423棟（警察庁，2012 年 9

月 12 日）という被害をもたらし，我が国史上最大規

模の超巨大地震津波災害となった．特に岩手県か

ら福島県にかけての津波被害は甚大であり，仙台

平野では，海岸線から 5km以上内陸まで津波が浸

水し，一般家屋だけでなく，仙台空港などの重要な

インフラ設備にも甚大な被害をもたらした．巨大災

害後の災害対応や救援活動において最も重要な

ことの一つは，被害の全容把握である．地震や津

波災害といった巨大災害の発生直後は，激甚な被

害を受けた地域からの情報が断片的となり，被害

全容の把握がきわめて困難になるとともに，被災地

の救援活動や復旧活動も難航する．本研究では，

津波浸水域内の建物被害状況の把握とそのマッピ

ングを行うことを目的とする． 

(2) 方法： まず衛星画像（ALOS AVNIR-2, JAXA）の

解析により津波の浸水範囲を推定し，津波浸水域

内の建物を把握した．建物棟数と位置のマッピング

に は ， ゼ ン リ ン の デ ジ タ ル 住 宅 地 図

（Zmap-TOWNII）を利用した． GIS 上に推定津波

浸水域と建物データを重ねて浸水域内の建物デ

ータを抽出し，行政区毎に集計した．抽出された浸

水域内建物の被害は，航空写真の目視判読により

把握した．国土地理院は，地震発生の翌日から航

空写真による緊急撮影を実施し，被災前後の撮影

画像を迅速に公開した．ここでは，直下視航空写

真のオルソ画像を利用した．国土地理院のサイトか

ら個別画像をダウンロードし，モザイク画像を作成

し，建物データと共に GISに表示した． 

(3) 結果： 建物被害は，被災前後の画像を目視で比較

することで評価した．建物被害の評価基準は，複数

段階に分類するものがあるが，一棟毎の目視判読と

詳細な被害分類には時間がかかる．ここでは，流失

の有無だけに着目して建物被害を分類することにし

た．建物流失の有無を評価する場合には，直下視

航空写真の屋根の存在のみに注意して写真の判読

を行えば良いので時間を大幅に短縮することができ

る．建物被害判読結果（流失・残存）は，ゼンリンの

建物 GISデータへの属性情報として記録し，それを

マッピングした．その結果を図 1 に示す．津波浸水

域内の建物の流失状況を俯瞰して見ることは極め

て重要である．浸水域内建物棟数，流失建物棟数，

そして流失率が分かることにより，津波の被害がより

定量的に把握できる．建物被害状況と，防波堤・防

潮堤等の海岸施設の被害状況と関連づけることで，

海岸施設がどの程度被害軽減に寄与したかなど，

これまでの津波防災対策の検証を行う必要がある． 

(4) 使用したデータ： 

・��「ZmapTownII 2008/09年度（Shape版）宮城県・

岩手県データセット」株式会社ゼンリン 

・��JAXA 陸域観測技術衛星「だいち」の光学セン

サ画像 AVNIR-2 (2011年 3 月 14日撮影） 

・��東日本大震災被災地域の空中写真（正射画像，

国土地理院） 
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